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「大学の向こう側の社会」を
どう見ていけばいいのか？

普通科高校でのキャリア教育

　
普
通
科
高
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
が
よ
う
や
く
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
進
学
校
で
は
授
業
時
間

と
の
兼
ね
合
い
な
ど
苦
慮
す
る
声

も
多
い
。

　
今
号
で
は
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
研
究・
推
進
に
あ
た
っ
て
き

た
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
生
徒

指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
の
藤
田
晃
之

氏
に
、
普
通
科
高
校
で
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
を
う
か
が
っ
た
。

特別レポー
ト

若
年
者
の
雇
用
問
題
が
起
点

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
「
一
人
一
人
の

社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、
必

要
な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
育

て
る
こ
と
を
通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
発

達
を
促
す
こ
と
を
目
指
す
」
も
の
で

あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
普
通
科
高

校
で
行
う
上
で
念
頭
に
お
く
べ
き
は

何
か
。
国
立
教
育
政
策
研
究
所
生
徒

指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
統
括
研
究
官
の

藤
田
晃
之
氏
は
こ
う
切
り
出
し
た
。

　
「
ま
ず
視
野
か
ら
外
せ
な
い
の
は

若
年
者
の
雇
用
問
題
で
す
。
特
に
普

通
科
高
校
卒
生
は
職
業
的
な
素
養
が

無
い
ま
ま
に
就
職
す
る
た
め
、
早
期

離
職
傾
向
が
強
い
。
高
卒
新
卒
就
職

者
で
３
年
以
内
に
辞
め
た
人
の
半
数

が
1
年
未
満
で
辞
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
理
由
の
約
７
割
が
『
仕
事
に
向

い
て
い
な
い
か
ら
』。
仕
事
に
は
理

不
尽
な
こ
と
に
は
抵
抗
し
つ
つ
、
引

き
取
る
べ
き
辛
さ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
見
極
め
が
で
き
な
い
う
ち
に
辞

め
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、大
学
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

形
成
支
援
は
ま
だ
出
口
指
導
偏
重
で

す
。
就
職
者
も
進
学
者
も
『
働
く
と

は
？
』
を
考
え
ら
れ
る
の
は
高
校
が

最
後
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
」。

　

進
学
者
に
対
し
て
は
「
知
へ
の
興

味
・
関
心
」
も
重
要
に
な
る
。「
新

学
習
指
導
要
領
で
想
定
す
る
知
識
基

盤
社
会
は
、科
学
技
術
が
国
際
競
争
・

協
力
に
よ
り
日
進
月
歩
に
進
む
社
会

で
、
人
々
は
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
基
盤
と
な
る
知
へ
の

興
味
や
関
心
・
学
ぶ
意
欲
、
将
来
へ

の
関
係
づ
け
が
日
本
の
高
校
生
は
非

常
に
弱
い
。
例
え
ば
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
学

習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
で
は
、

日
本
の
高
校
生
は
数
学
的
リ
テ
ラ

シ
ー
や
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
点
数

は
悪
く
な
い
の
で
す
が
、『
興
味
』『
自

信
』『
将
来
と
の
つ
な
が
り
へ
の
認

識
』
は
極
め
て
低
く
、
大
学
進
学
後

の
学
び
へ
の
意
欲
に
弱
さ
を
残
す
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

文
科
省
に
よ
れ
ば
、
平
成
16
年
度

大
学
入
学
者
の
う
ち
中
退
者
は
約
１

割
、
留
年
も
約
1
割
に
上
る
。
中
退

者
の
就
職
は
厳
し
い
。「
中
退
に
つ

な
が
る
長
期
欠
席
が
増
え
る
の
は
１

年
生
の
Ｇ
Ｗ
明
け
で
す
。
高
校
卒
業

後
数
か
月
の
こ
の
現
実
を
ど
う
考
え

る
か
。
大
学
と
は
？　

学
ぶ
と
は
？

を
高
校
で
し
っ
か
り
考
え
て
い
た
ら

減
ら
せ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
藤

田
氏
は
語
気
を
強
め
た
。

基
本
的
な
考
え
方
は
？

　

高
校
現
場
で
疑
問
視
す
る
の
は

「
従
来
の
進
路
指
導
と
の
違
い
」
だ
。

進
路
指
導
に
熱
心
な
先
生
ほ
ど
キ
ャ

リ
ア
教
育
へ
の
違
和
感
を
持
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
声
に
藤
田
氏
は
、「
進

路
指
導
は
『
全
て
の
教
育
活
動
を
通

じ
て
生
き
方
・
有
り
方
を
考
え
さ
せ

る
』
も
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
理

念
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
違
い
は

進
路
指
導
が
中
学
校
と
高
校
で
行
わ

れ
て
き
た
の
に
対
し
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
は
就
学
前
か
ら
大
学
院
ま
で
幅
広

く
対
象
と
す
る
点
で
す
」
と
説
明
す

る
。
既
存
の
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
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キ
ャ
リ
ア
教
育
は
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

高
校
生
は
キ
ャ
リ
ア
発
達
か
ら
見

る
と
「
現
実
的
探
索
・
試
行
と
社
会

的
移
行
準
備
の
時
期
」で
あ
る
。キ
ャ

リ
ア
発
達
を
促
す
能
力
と
し
て
、
平

成
23
年
度
に
中
央
教
育
審
議
会
で
打

ち
出
さ
れ
た
の
が
「
基
礎
的
・
汎
用

的
能
力
」で
あ
り
、「
人
間
関
係
形
成
・

社
会
形
成
能
力
」「
自
己
理
解
・
自

己
管
理
能
力
」「
課
題
対
応
能
力
」

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
」

の
４
つ
の
能
力
か
ら
成
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
こ
の
基
礎

的
・
汎
用
的
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
を

も
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
基
本
的

な
考
え
方
や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
国
が
ま

と
め
た
の
が
、『
高
等
学
校
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
手
引
き
』（
教
育
出
版
）
で
あ

る
。
た
だ
し
本
書
に
は
詳
細
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
例
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

「
目
の
前
の
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
」
を
促
す
た
め
だ
。

　

こ
う
し
た
前
提
で
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
方
向
性
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
進

学
希
望
者
に
対
し
て
は
「
大
学
の
向

こ
う
に
あ
る
社
会
を
認
識
さ
せ
る
」

「
学
校
の
学
習
内
容
と
将
来
の
職
業

分
野
と
の
関
連
を
考
察
さ
せ
る
」
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　

ま
た
就
職
希
望
者
に
対
し
て
は
、

「
職
業
科
目
の
履
修
の
確
保
と
と
も

に
将
来
の
職
業
生
活
に
向
け
た
体
系

的
・
系
統
的
な
学
習
の
で
き
る
教
育

課
程
」
や
「
就
業
体
験
な
ど
啓
発
的

な
体
験
を
伴
う
取
り
組
み
の
充
実
」

が
考
え
ら
れ
る
。
大
切
な
の
は
非
正

規
雇
用
の
仕
事
も
踏
ま
え
る
こ
と
。

「
働
く
大
人
の
３
分
の
１
が
非
正
規

雇
用
の
現
状
で
は
、
本
人
が
い
く
ら

頑
張
っ
て
も
不
安
定
な
仕
事
に
従
事

す
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
こ
で
過
重

労
働
や
理
不
尽
な
退
職
勧
奨
に
遭
っ

た
時
、
こ
の
状
況
が
正
当
な
の
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
力
は
絶
対
必
要
で

す
。
労
働
者
の
権
利
や
労
働
法
制
、

相
談
窓
口
な
ど
、
自
分
を
守
る
方
策

は
ぜ
ひ
押
さ
え
た
い
で
す
ね
」。

教
科
と
日
常
生
活
を
結
ぶ

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
「
す
べ
て
の

教
育
活
動
で
の
取
り
組
み
」
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
中
で
も

「
教
科
学
習
」
は
進
学

希
望
者
に
は
重
要
だ
。

「
知
識
基
盤
社
会
の
知

や
日
常
生
活
を
支
え
て

い
る
の
は
教
科
の
学
び

で
す
。
こ
れ
を
先
生
方

が
意
識
し
、
教
科
の
面

白
さ
、
醍
醐
味
を
ぜ
ひ

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
し
た

か
ら
教
科
が
水
で
薄

ま
っ
た
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
学
び
へ
の
強

い
動
機
付
け
に
な
り
ま

す
」
と
藤
田
氏
。

　

例
え
ば
教
員
が
「
自

ら
の
職
業
選
択
」
を
話

す
。
生
徒
を
行
動
へ
と

促
す
に
は
、
情
意
レ
ベ

ル
に
訴
え
る
こ
と
が
最

も
有
効
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
１
年
に
１
時
間
、
い
え
20
分
で
も

い
い
の
で
『
な
ぜ
自
分
が
教
員
に

な
っ
た
の
か
』『
教
科
の
プ
ロ
と
し
て

何
を
一
番
伝
え
た
い
の
か
』
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
数
学
が
苦
手

な
生
徒
も
、『
あ
の
先
生
は
本
当
に
数

学
が
好
き
』『
見
方
を
変
え
れ
ば
面
白

い
か
も
』
と
感
じ
る
か
ら
で
す
」。

　

日
常
生
活
を
支
え
る
知
や
、
生
徒

の
将
来
と
の
関
連
は
ど
う
か
。

　
「
例
え
ば
物
理
で
『
今
日
や
っ
た

プ
ラ
ズ
マ
現
象
、
き
み
た
ち
の
頭
の

上
の
蛍
光
灯
で
起
き
て
い
る
ん
だ
よ

ね
』
と
い
う
話
で
、『
日
常
生
活
で
知

国立教育政策研究所
藤田晃之 氏

図表1　基礎的・汎用的能力の育成のための「力」の例
人間関係形成・
社会形成能力

自己理解・
自己管理能力 課題対応能力 キャリア

プランニング能力

全
学
科
に
共
通

他者の個性を理解
する力、他者に働
きかける力，コミュ
ニケーション・ス
キル，チームワー
ク，リーダーシッ
プなど

自己の役割の理解，
前向きに考える力，
自己の動機付けや
忍耐力，ストレス
マネジメント，主
体的な行動力など

情報の理解・選択・
処理，本質の理解，
原因の追求，課題
発見，計画立案，
実行力，評価・改
善など

学ぶこと・働くこ
との意義や役割の
理解，多様性の理
解，将来設計，選択・
行動と改善など

●学科の特質に応じた育成の視点の一例

普
通
科
の
一
例

ホームルームでの
話し合い活動など
を通じて、相互理
解を図るとともに、
協力して物事に取
り組む意識・態度
を養う。

社会人講話や就業
体験などの啓発的
な体験を通じて、
自己の適性等を知
り、主体的に行動
し、自ら進んで学
ぼうとする力を育
成する。

具体的な課題を設
定して行うディ
ベートなどの学習
を通じて、課題の
本質を理解し、そ
の課題を解決する
ことができる力を
育成する。

「大学の向こうにあ
る社会」を認識し、
将来の職業を意識
して、計画的・主
体的に学ぶ意欲や
態度を育成する。

＊『高等学校キャリア教育の手引き』から
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が
活
き
る
瞬
間
』
が
提
供
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
『
長
い
白
熱
灯
の
時
代
の

後
、
数
年
前
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
出
た
ん
だ

よ
。
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
は
学
問

の
積
み
重
ね
で
で
き
て
い
る
。
こ
れ

を
学
べ
る
の
が
物
理
学
で
あ
り
工
学

で
す
』『
学
問
は
キ
ミ
た
ち
の
出
番

を
待
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は
ど
の
学

問
の
積
み
重
ね
の
上
に
自
分
の
カ
ー

ド
を
載
せ
ま
す
か
？
』
な
ど
と
語
り

か
け
る
の
で
す
」
と
藤
田
氏
。

　

地
歴
公
民
科
や
理
科
、
家
庭
科
な

ど
は
素
材
に
事
欠
か
な
い
が
、
抽
象

的
な
数
学
は
ど
う
か
。「
今
は
数
学

的
な
発
想
で
私
た
ち
の
生
活
を
読
み

解
く
本
が
幾
つ
も
あ
り
、
参
考
に
で

き
ま
す
」
と
藤
田
氏
。
大
学
で
は
文

系
で
も
統
計
学
は
必
須
と
な
る
た
め
、

微
分
積
分
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
、
な

ど
の
伝
え
方
も
有
効
と
な
る
。

「
現
場
」
を
い
か
に
見
せ
る
か
？

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
中
核
的
な
役
割

を
担
う
の
が
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」（
総
合
学
習
）
と
「
特
別
活
動
」

で
あ
る
。「
総
合
学
習
は
、
横
断
的
・

探
究
的
な
学
習
活
動
を
通
じ
て
『
自

己
の
あ
り
方
・
生
き
方
を
考
え
る
』

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
教
科
に
分

断
さ
れ
て
い
る
日
常
の
学
習
を
統
合

で
き
る
場
で
す
。
一
方『
特
別
活
動
』

で
は
こ
れ
ら
の
学
び
を
受
け
、『
自

分
は
ど
う
生
き
て
行
く
の
か
』
を
考

え
さ
せ
ま
す
」（
藤
田
氏
）。

　

教
員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め

ら
れ
る
の
は
総
合
学
習
。例
え
ば「
早

期
離
職
者
の
問
題
」
を
扱
う
場
合
、

生
涯
賃
金
な
ど
複
数
の
統
計
を
用
い

て
総
合
的
な
分
析
を
行
い
、
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
た
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
た
り
さ
せ
る
。
一
方
Ｌ
Ｈ

Ｒ
で
は
社
会
人
の
先
輩
を
呼
ん
で
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
り
、
統
計
グ
ラ
フ
か
ら
「
読
み
取

れ
る
も
の
、
感
想
」
を
議
論
さ
せ
る
。

教
員
は
「
き
っ
か
け
」
を
提
示
す
る

に
と
ど
め
、
生
徒
の
自
主
性
を
育
む
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
生
徒
の
状
況
や

先
生
方
が
何
に
気
付
か
せ
た
い
の
か

に
よ
っ
て
、
扱
い
方
は
全
く
違
っ
て

き
ま
す
」
と
藤
田
氏
は
見
る
。
同
時

期
に
公
民
科
や
家
庭
科
な
ど
で
外
部

講
師
に
雇
用
問
題
を
語
っ
て
も
ら
う

な
ど
す
る
と
、
さ
ら
に
効
果
的
だ
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
文
系
・
理
系

分
け
前
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
る
。

「
多
く
の
生
徒
は
『
数
学
の
出
来
・

不
出
来
』
だ
け
で
文
系
・
理
系
を
選

択
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
非
常
に

問
題
が
あ
り
ま
す
。
虫
食
い
的
で
構

わ
な
い
の
で
、
低
学
年
で
『
学
部
・

学
科
レ
ベ
ル
で
の
学
問
の
広
が
り
』

や
『
職
業
の
広
が
り
』
は
押
さ
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
ね
」（
藤
田
氏
）。

　

さ
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
有
効
な

の
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
体

験
学
習
だ
が
、
平
成
22
年
の
国
立
教

育
政
策
研
究
所
調
べ
で
は
、
公
立
高

校
普
通
科
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体

験
率
は
16
・
７
％
。
専
門
高
校
な
ど

と
比
べ
て
低
調
で
あ
る
。

　

だ
が
、「
最
先
端
の
技
術
開
発
に

凌
ぎ
を
削
っ
て
い
る
企
業
を
訪
れ
れ

ば
、
大
人
に
な
っ
て
も
学
び
続
け
な

図表2　総合的な学習の時間の年間指導計画の具体例
　★テーマ『私の未来・社会の未来』-21世紀を生きる私ー《第一学年》
　よく生きるとは　自分を知る　社会を知る　働くことを考える　未来について考える
時期 時数 主な学習内容 キャリア教育との関連 教科等との関連
４月

5月

6月

7月

3

2

4

2

○「総合的な学習の時間説明」
○「1年生の目標」「１学期
の目標」学校生活やその他
での具体的目標を立てる。

　「自分を知る」ワークシー
ト

○「自分って何だろう」
　自分の性格、興味、周りか
ら見た自分を知る。

　「進路意識」ワークシート
○「自分史を書く」現在まで
の自分史を書き、今後の在
り方生き方を考える。

○「働くとは・職業を考える」
　働くとはどういうことかを
知り考える。

　職業の種類と職業観
　職業観についてのディベー
ト

○「2年次コース選択説明会」
○「作文」
　１学期を振り返って
　目標とこれからの私
○「職業人インタビュー」
　準備シート記入
○「職業人インタビュー」
　インタビューシート記入
　「職業人インタビュー」
　まとめと発表　班で全員発
表をしてその後、クラスで
代表者が発表する。

自己理解・自己管理能力な
ど、自らの生き方を選択し
ていけるようにするキャリ
ア発達を促す活動

働くことや職業について考
えられるようにする活動

キャリアプランニングを考
える活動、自己理解・自己
管理能力を育てる活動

働くことや職業について考
えられるようにする活動，
情報を収集し活用する活動

《共通教科家庭》　「人の一
生と家族・家庭」「青年期
の自立と家族・家庭」「生
活の自立及び消費と環境」
「生涯の生活設計」

《公民》現代社会と人間と
しての在り方生き方」「青
年期と自己の形成」「現代
の経済社会と経済活動のあ
り方」

《特別活動》
「ホームルームや学校の生
活づくり」「コミュニケー
ション能力の育成と人間関
係の確立」「学業と進路」

＊『高等学校キャリア教育の手引き』から

●特別レポート　普通科高校でのキャリア教育①

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
実
感
で
き

る
は
ず
で
す
」
と
藤
田
氏
。
医
師
志

望
の
生
徒
が
医
療
現
場
を
訪
れ
れ
ば
、

苦
手
な
数
Ⅲ
・
Ｃ
に
立
ち
向
か
う
覚

悟
も
で
き
る
。
実
際
、
秋
田
の
能
代

高
校
や
静
岡
の
韮
山
高
校
な
ど
で
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
生
徒

の
学
び
が
活
性
化
し
、
進
学
実
績
の

向
上
に
結
び
付
い
た
と
い
う
。
さ
ら

に
宮
城
の
仙
台
向
山
高
校
は
大
学
の

研
究
室
に
生
徒
を
派
遣
す
る
な
ど
興

味
深
い
試
み
も
あ
り
、
参
考
に
な
る
。

成
否
を
握
る
「
連
携
」

　

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
一
貫
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
に
は
、
全
体

計
画
や
年
間
計
画
に
キ
ャ
リ
ア
教
育

的
な
視
点
を
組
み
入
れ
る
こ
と
と
、

推
進
体
制
の
整
備
が
必
要
だ
。

　

中
で
も
教
科
間
、
ク
ラ
ス
間
な
ど

の
「
横
の
連
携
」
は
不
可
欠
。
例
え

ば
あ
る
ク
ラ
ス
で
「
人
間
関
係
形
成

能
力
」
を
つ
け
た
い
時
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
だ

け
で
な
く
体
育
や
音
楽
で
も
意
識
し

て
授
業
す
る
。「
バ
ラ
バ
ラ
で
は
子

ど
も
た
ち
は
つ
な
が
り
に
気
づ
き
ま

せ
ん
し
、
先
生
方
も
蓄
積
を
生
か
せ

ま
せ
ん
」
と
藤
田
氏
は
指
摘
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
熱
意
あ
る
「
核
」
と
な

る
先
生
は
欠
か
せ
な
い
が
、「
成
功

し
て
い
る
高
校
で
は
多
く
の
先
生
を

巻
き
込
ん
で
い
ま
す
。
若
い
先
生
を

育
て
つ
つ
、
一
緒
に
や
る
風
土
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」（
藤
田
氏
）。

　

成
否
を
握
る
の
が
「
外
部
と
の
連

携
」
だ
。
ま
ず
は
保
護
者
。「
費
用

負
担
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
時
の

送
迎
な
ど
様
々
な
場
面
で
協
力
を
求

め
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
入
学
時

か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
的
や
目
標
、

3
年
後
の
ゴ
ー
ル
を
説
明
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
」（
藤
田
氏
）。

　

ま
た
地
元
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
ど
の
行
政
機
関
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
商
工
会
議
所
や
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、大
学
、同
窓
生
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
有
力
な
連
携
先
に
な
る
。

　

例
え
ば
本
誌
で
も
以
前
、
京
都
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
「
働
く
権
利
出
前
授

業
」
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
専
門
性

の
高
い
外
部
人
材
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
掘
り
下
げ
た
授
業
が
行
え
る
と

と
も
に
高
校
の
負
担
軽
減
に
も
な
る
。

　

こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
検
証

に
欠
か
せ
な
い
の
が
「
評
価
」
で
あ

る
。
先
の
『
手
引
き
』
で
は
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
『
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
』を
提
唱
し
て
い
る
。「
以

前
は
大
学
へ
の
合
格
者
数
や
就
職
者

数
が
評
価
指
標
で
し
た
が
、
景
気
変

動
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
絶
対
的
な

指
標
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
行
動
レ
ベ
ル
で

目
標
を
立
て
ら
れ
、
生
徒
の
行
動
変

容
も
見
れ
、
教
育
内
容
の
改
善
に
も

結
び
つ
け
ら
れ
ま
す
」（
藤
田
氏
）。

　

評
価
に
役
立
つ
の
は
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
の
学
習
活
動
の
過
程
や
成
果
を

ま
と
め
た
『
学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
』。
本
誌
で
も
い
ず
れ
、
実
践
例

か
ら
こ
れ
ら
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

バ
ブ
ル
経
済
真
っ
只
中
に
学
部
時

代
、
続
く
平
成
不
況
に
大
学
院
時
代

を
過
ご
し
た
藤
田
氏
は
「
一
旦
会
社

か
ら
見
放
さ
れ
た
ら
お
し
ま
い
に
な

る
。
自
分
の
人
生
を
自
分
で
切
り
盛

り
す
る
こ
と
は
本
当
に
大
切
だ
」
と

切
実
に
感
じ
て
き
た
一
人
だ
。
好
景

気
で
も
自
分
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
、
人
生
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く

考
え
方
は
外
せ
な
い
軸
、
と
言
う
。

　

高
校
時
代
は
「
自
分
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

「
選
択
は
一
生
続
き
ま
す
。
そ
の
選

択
の
つ
な
が
り
が
自
分
の
生
き
方
で

す
。
不
景
気
で
見
え
て
き
た
、
自
分

で
自
分
の
人
生
を
切
り
盛
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
切
迫
し
た
気

づ
き
を
、
ぜ
ひ
高
校
の
先
生
方
に
も

共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
」。
藤
田

氏
は
力
を
込
め
て
こ
う
結
ん
だ
。

�

（
取
材
・
文
／
福
永
文
子
）

図表3　★評価から見たＰＤＣＡサイクル

＊『高等学校キャリア教育の手引き』から


